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この度は、研究にご協力いただきましてありがとうございます。          資料（調査票） 

本調査票は全部で５枚あります。質問全てにお答えくださいますようお願いいたします。 

なお、回答いただいた内容によってはご記入の必要のない項目もあります。 

本調査内容は記述式と選択式の質問があります。記述式の質問には回答をご記述いただき、選択式の質問

には当てはまる項目に○をしてください。以下のリッカート尺度による質問には、最もあてはまる選択肢に

○印を記入してください。 

  【記入例】   

   非常にある     時々ある      どちらでもない    あまりない    全くない 

 

 

なお、この調査における「DMAT隊員としての活動」とは、「DMAT事務局から出動要請があり、実

際に被災地に赴いて医療救護活動したこと」を指すこととしています。 

「要請があり待機していたが実際には出動しなかった」あるいは、「要請があり被災地に赴いていたが出動要

請が解除され、途中で引き返すことになった」、「所属病院での遠隔支援を行った」という場合については、

本調査での「活動」に含まれません。 

 

Ⅰ. あなたの基本情報 

 

１．性別             １） 女性           ２） 男性 

 

 ２．年齢             （         ）歳 

 

 ３．看護師経験年数       （         ）年 

 

 ４．病院施設での所属部署   部署名（                    ）  所属年数（    ）年 

 

 ５．DMAT隊員の資格を取得してからの年数   （         ）年 

 

 ６．被災地で活動した回数  

（ただし、1災害に対して数回出動しても 1回としてカウントしてください）  （        ）回 

 

 ７．これまでに被災地で活動した内容（活動したことのあるものすべてを選択してください） 

 

    １） 現場活動      ２） 医療機関支援     ３） 域内搬送     ４） 拠点本部活動 

 

    ５） 広域医療搬送   ６） その他（                           ） 

 

 ８．DMAT隊員の資格取得を決意した動機あるいは背景について具体的にお答えください。  
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 ９．DMAT隊員として活動する上で自分の長所だと感じる点についてお答えください。 

    

 

 

以下すべての質問項目については、直近にあなたが活動した事案について記述してください。 

 

Ⅱ．被災地での DMAT活動中の状況 

 

１． 活動場所についてご回答ください（複数回答可）    

 

１） 現場活動       ２） 医療機関支援       ３） 域内搬送       ４） 拠点本部活動 

 

      ５） 広域医療搬送   ６） その他（                                         ） 

 

２． 出動要請があった時の心境について具体的にご回答ください。 

 

回答例  ・ すぐに行って被災地のために活動しようと強く思った 

・ 危険が伴うので正直行きたいとは思わなかった 

  

３． 医療救護活動中に、あなたの身体に危険を感じた場面がありましたか？ 

 

とても危険を感じた     危険を感じた      どちらともいえない      あまり感じなかった     全く感じなかった 

  

 

  １）上記の活動中で、実際に傷害を受けましたか？     （１）はい       （２）いいえ 

 

 ２）１）の質問において「はい」と回答した方のみ ご回答ください。 

その傷害はどの程度でしたか？ 

     

（１） 重体（生命の危機にかかわった） 

（２） 重傷（生命に別条はないが、深い傷を負い全治 30日以上を要した） 

（３） 軽傷（傷の程度が軽微で、全治 30日未満だった） 

（４） その他（                      ） 
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４． 医療救護活動中に心的外傷（PTSD）の原因となり得るような場面に遭遇しましたか？ 

 

（１）  はい               （２） いいえ 

 

   「はい」と回答した方のみ ご回答ください。 

それはどのような場面でしたか？具体的にお答えください。 

 
     回答例： ・悲惨な遺体を見た 

          ・被災地が倒壊や焼失によって悲惨な状態になっているのを見た 

          ・自分の身に危険を感じた 

  

 

Ⅲ．DMAT活動後の心身の状態 

 

１． 活動後に活動前と比較して心身に何かしらの変化を自覚しましたか？ 

 

（１） はい             （２） いいえ 

 

    「はい」と答えた方のみ ご回答ください。 

それはどのような変化でしたか？具体的にお答えください。 

 
     回答例  ・ 活動時のことを思い出して辛くなることがあった 

・  不眠になった 

 

 

 

 

１． DMAT隊員の心身の健康状態に対する支援は十分と感じていますか？ 

 

十分である        普通である       考えたことがない/必要ない     不足している       とても不足している 

 

 

「十分である」「普通である」と回答された方は、以下の     １）の質問に、 

「不足している部分もある」「不足している」と回答された方は、  ２）の質問に 

お答えください。 

 

Ⅳ．心身の健康に対する支援体制 
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１） 「十分である」「普通である」と回答された方のみ ご回答ください。 

そのように感じる支援とは、具体的にどのようなものかお答えください。 

 

回答例  ・ 活動後の DMAT事務局より配信される心身健康状態に対するアンケート調査の実施 

・ 所属している病院施設による定期健康診断 

 
 

２） 「不足している部分もある」「不足している」と回答された方のみ ご回答ください。 

（１）具体的にはどのような支援が必要だと考えますか？ 

 

     回答例  ・ DMAT養成研修時のメンタルヘルス教育 

・ 所属している病院施設での活動後の休暇取得 

      

 

 

 

１． 活動終了後から次の出動前に向けて、自分自身のモチベーションをコントロールしていますか？ 

 

常にしている    定期的にしている       たまにしている     災害発生を知ってからしている   全くしていない     

 

 

    

「常にしている」「定期的にしている」「たまにしている」 と回答された方は １）の質問に、  

「全くしていない」 と回答した方は                        ２）の質問にお答えください。 

 

 

１） どのようにモチベーションのコントロールを実施しているか、具体的にご回答ください     

 

２） モチベーションのコントロールを実施していない理由について具体的にご回答ください 

   

      

Ⅴ．DMAT活動に向けたモチベーションのコントロール状況 
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２． 今後も DMAT隊員として活動を継続していく意思についてお答えください。 

 

 ずっと続けていきたい       ある程度続けたい       迷っている       そろそろやめたい     すぐにやめたい 

     

 

上記の回答を選ばれた理由をご回答ください。 

   

 

 

  

我が国の DMAT活動における課題について、お気付きの点についてご回答ください。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査は以上です。ご協力ありがとうございました。 

Ⅴ．我が国の DMAT活動における課題

 
 

 
Ⅴ．心身の健康に対する支援体制 
 


